

















多くあるが 17%・時々あるが 35%・ほとんどないが 48%である。
日本の楽器に触れる機会がありますか？について






























































































































































































0あまり やりかたとかを おしえられなかったけれど、さいごに いっしょにつくったせみのおりがみ
の えを わたすことができて とてもうれしかったです。
0こまのひものまわしかたを ゆっくり おしえてあげたよ。




























①学 年 第 5学年9学級 39名


























































































とができた。“ I like baseball. Because I like hitting home runs.”“ I like tennis. Because I can 
enjoy with my family.”“ I like soccer and table tennis. Because they give me courage.” 
など、すぐに意味が推測できるものゃなかなか意味が推測できないものなど多様な英語構文を使って子
どもたちは話した。すぐに意味が推測できるものに対しては、“O.K.”“Oh,good.”など受容表現で反







質問をしていった。“（T) What color do you like ？”“（S) 
I like blue.”“（T) O.K. ＂＇弓iat sports do you like ？” 





















習時間をたっぷりととってやり、全体での発表場面では5グルーフ。に発表させた。“Nice to meet 






















どもがある子どもに“What color do you like ？”と質問した。それに対し、“ I like pearl 
blue.”と答えた。そのとき、質問した子どもは、「それは、 pearl blueじゃなくて、 pale blueだよ。
違うよ。j と答えた。質問した子どもは、相手が間違えて話していることを知っていながら、相手の答




















































































































































（発表及び質疑 (4）コミュニケーション方法を発表する ④テーマを伝えるための効果的なコミ （全）








4次時への発 (5）本時のまとめをし，次時の学習内容 ⑤本時の学習について振り返らせると （個）
展 を確認する。 ともに，次時の活動内容に対する見通 本時の活動を振り返ら
しを持たせる。 せる。















2学習課題の I (3）これまで活動してきたことが十分生｜③本時の活動の見通しを持たせるとと ｜（全）→（個）














「Doyou know Gospel ? J 1ようにする。
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名 前 ； 読み方 ； 出身国 ！ 性別
A !Mary Nambindo jメリー ナンビンド !Kenya ! 女
B !Matias Gomar jマティア ゴマ lArge凶 m ! 男
C !Ana Perez jアナペレス ! Venezuela l 女
D ! Sergey Strokov iセルゲイ ストロコフ !Russia I 男
E j Cesar Velazquez ；セサル ベラスケス !Mexico j 男
交流する留学生名 : テーマ名 ！ テーマ名
（音楽グルー プ） l （社会問題グループ）
A !Mary Nambindo jゴスペル j社会問題全般
B !Matias Gomar iリパブリック賛歌 [s人の功績
C lAna Perez iジャズ① ！黒人差別
D ! Sergey Strokov iラップ ！ジョン・ブラウン














































































































































（図 I) 「1.交流に向けての意欲は？ J （関心・意欲）
凶：大変よかった B：まあまあよかった C：あまりよくなかった D：全くよくなかったi
中学 3年生→A:48.1% B: 45.5% C: 6.5% D: 0% 
中学 1年生→A:64.3% B: 35.7% C: 0% D: 0% 





同：大変よかった B：まあまあよかった C：あまりよくなかった D：全くよくなかったi
中学 3年生→A:67.1% B: 28.9% C: 3.9% D: 0% 
中学 1年生→A:66.7% B: 33.3% c: 0% D: 0% 

































































（図 5）「12.あなたにとって新しい発見はありましたか？ J （関心・意欲）
中学 3年生→ Y：はい 96.1% N：いいえ 3.9% ( 3人）
中学 1年生→ Y：はい 85.7% N：いいえ 14.3% 















































「話す力j であると回答した。その内訳として、 3年生は開く力が、 1年生は話す力が一
番必要だと答えた。聞くカを主張した 3年生の理由としては「相手が言っていることが分
からなければ、何を話していいか分からないJ「相手の言葉を聞き取り、理解しないと、自
分の考えを表現することは難しいj というものであった。一方 1年生は「話をしないとコ
ミュニケーションは始まらないから。jと大半が話をすることがコミュニケーションである
と捉える傾向にあった。
③成果と課題
今年度実施した 3年生、 1年生の単元はいずれも、英語を使ったコミュニケーション活
動を前提とし、その活動の一環として「伝えること」と「相手からの情報を受け取るJと
いう 2つの要素を取り入れ、さらに知り得た情報を整理し、自分の意見や考えをまとめる
活動であった。留学生から情報収集をするためには「コミュニケーションの手段としての
英語Jの使用が余儀なくされ、生徒にとっては英語力の獲得、特に「開くカ」.r話す力J
の必要性を感じさせた場面が多かったように思う。中でも中学 1年生レベルの単語力をも
っての英会話は、実際かなりの国難を予測しての実施だったが、実際の言語の使用場面で
は、「苦痛や不安Jを感じるどころか、英語と日本語とジェスチャーを使用すれば、何とか
相手に自分の思いを伝えることができると感じた生徒が多かったようである。中学 3年生
においては、交流学習をする自的とその意義を明確にし、生徒にとって身近で関心の高い
テーマをグループで設定させたことで、課題発見学習的な形態で学習が進めることができ
た。また課題発見のために設定した交流学習では、意欲的にその答えを探ろうと取り組む
生徒の姿が見えたように忠、う。
今後の課題は、交流学習の継続および発展性のある学習内容の開発である。単発的に行
うのではなく、生徒の実態に却して国際的なコミュニケーション能力を身につけさせるた
めの単元開発が必要であり、その評価に対する考え方も明確に示す必要がある。また、交
流学習をする際には、十分な準備時間の確保と交流相手の背景である出身慢の事前調査が
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必要不可欠である。交流相手の背景を学習し、他国の文化や考え方に出会うことを通して、
自閣を理解し、白分を理解することにつながる。自己を表現するには、自分を理解し、自
分を取り巻く人々・社会・留を理解しなければ、諮る内容を形成することは難しい。また、
交流学習を位置づけるためには「双方向のコミュニケーションを成立させる際に求められ
る姿勢・態度j についても考えさせる必要がある。
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